
  2026 年 10 月 14 日 

 

街づくり・観光振興に向けた「㈱JTB」との包括連携協定の締結について 

～瀬戸内海の観光資源を活かしたチャータークルーズ事業の実証実験の実施～ 

 

株式会社ひろぎんホールディングス（社長 廣江 裕治、以下「当社」）では、株式会社 JTB（社長 青海 友、 

以下「JTB」）と、地域の街づくり・観光振興に向け、包括連携協定を締結いたしました。 

また、本連携協定に基づき、瀬戸内海に広がる風光明媚な景観等を活かした高付加価値なコンテンツの創出に向け、  

将来的な事業化を前提とした「チャーター（貸切）クルーズ事業」の実証実験を実施いたしますので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

 

記 

 

1. 連携協定の目的 

当社グループは、中期計画 2024（計画期間：2024 年度～2028 年度）において、「活力ある地域」の実現

を目指し、「街づくり」や「観光立県としての成長」などを地域の優先取組課題と定めています。主にホテル等の滞在

施設の開発や観光関連事業者への投融資を通じ、グループを挙げて課題解決に取り組んでおります。 

 JTB グループは、2035 年を見据えた長期ビジョン「OPEN FRONTIER 2035」の下、多彩な旅行商品を展開す

る「ツーリズム事業」に加え、各地域の価値向上につながるコンテンツを創り上げる「エリアソリューション事業」を推進し

ており、各地域の事業者・自治体等と連携し、持続可能で魅力的な観光地づくりを進めております。 

近年の G7 広島サミットや被爆 80 周年を契機とした広島への関心の高まりや、訪日外国人旅行客の増加等を

背景に、広島県を訪れる観光客数は増加傾向にあります。一方で、「原爆ドーム」と「厳島神社」の二大観光拠点

に観光客が集中しており、域内周遊の促進や滞在時間の延伸等が課題となっております。 

本協定は、両社が培ってきた金融・観光に関するノウハウや、地域内外のネットワーク等を活用し、地域資源の磨

き上げから誘客・観光消費拡大まで一体的に推進することで、更なる地域活性化に資することを目的としております。 

 

２．連携協定の概要 

連 携 内 容 
地域資源を活用した観光コンテンツおよび観光商品の開発・造成に関すること 

地域への観光誘客および観光消費の拡大に関すること 等 

連携イメージ 

 

締 結 日 2026 年 10 月 14 日（水） 



 

３．【連携事業】瀬戸内海の魅力を活かしたクルーズ観光の確立・発展を目指した実証実験の実施 

実 施 概 要 

瀬戸内海に広がる風光明媚な多島美や沿岸の歴史的な街並みを存分に体感いただける、  

「非日常感」と「特別感」のあるクルージング体験の提供を検討しております。 

 

実 施 目 的 

広島県沿岸部で進むホテル開発への支援に加え、クルーズという高付加価値な体験を創出する

ことで、宿泊者をはじめとする観光客の滞在満足度の向上や滞在時間の延伸、クルーズによる 

周遊促進といった相乗効果を生み出し、地域の観光振興ならびに観光産業の持続的な発展に

つなげることを目的として実施するものです。 

検 証 内 容 
地域への波及効果や潜在需要、事業としての持続可能性を検証するとともに、ノウハウを蓄積

し、事業化につなげるものです。 

開 始 日 2028 年 10 月（予定） 

 

   【参考】共同記者発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社ひろぎんホールディングス  

経営企画部 経営グループ  

℡（082）245 – 5151（代表） 


